
第５回 向陽学府新たな学校づくり検討会 会議概要 

１ 開催日時 令和３年５月 31 日（月） 

２ 開催場所 磐田市役所西庁舎 ３階 301～303 会議室 

３ 出席者（向陽学府新たな学校づくり検討委員） 

   学識経験者   千葉大学大学院工学研究科教授 

   地区代表    向笠地区長 向笠地区住民代表 

           大藤地区長 大藤地区住民代表 

           岩田地区長 岩田地区住民代表 

 保護者代表   向陽中学校ＰＴＡ代表  

  大藤小学校ＰＴＡ代表  

向笠幼稚園ＰＴＡ代表 

大藤こども園ＰＴＡ代表 

岩田こども園保護者代表 

四季の風保育園保護者代表 

学校・園代表  向陽中学校長 向笠小学校長 大藤小学校長  

岩田小学校長 向笠幼稚園長 大藤こども園長  

向陽学府ＣＳＤ 

静岡県教育委員会義務教育課指導監 

４ 出席職員     教育長 教育部長 

教育総務課長 学校教育課長 幼稚園保育園課長 

高齢者支援課長  

５ 事務局      学府一体校推進室 

議事 

 ⑴ 向陽学府一体校等整備基本構想（案）とかわら版（案）について 

   前回の検討会で意見をいただいた 3 点の事項について、地域計画建築研究所が修正

箇所を説明しました。1 点目は、スクールバスの運行検討委員会とカリキュラム検討委

員会とは何かという点について注釈を入れたこと、2 点目は、防災とユニバーサルデザ

インについて具体的な加筆をしたこと、3 点目は、既存校舎を利用した施設設計という

表現を変更したことを具体的に説明しました。 

   委員の方からは、「既存施設の活用の具体的な内容は、どういったものであるのか」、

「既存の建物を使って学校の理念や意図を実現することができるのか」といった意見

や「スクールバスやカリキュラムについて、もう少し具体的に書いた方がいいのではな

いか」、「多様性に配慮したトイレについて考えていただきたい」等の意見をいただきま

した。 

   基本構想と基本計画、それぞれに記載することを区別していくことやカリキュラム

やスクールバスのことについて、もう少し詳細を記載することを確認しました。 

 

 ⑵ 向陽学府小中一体校の諸施設及び配慮事項について 

校舎棟、屋内運動場、校庭・グラウンド、駐車場・駐輪場の配慮事項について事務局



より説明しました。 

委員の方からは、「学校に設けるものは一通り検討したほうがよい」、「防災に関する

ことを記載したほうがよい」、「地域連携室、（仮称）福祉交流支援室のようなものが入

ってくることは、未来型学府一体校に近づいていく」等の意見をいただき、次回の検討

会までに整理しておくことが明確になりました。 

⑶ ローリング計画について 

  地域計画建築研究所より 3 つのローリング計画案を説明しました。 

  Ａ案は、北側普通教室棟を大規模改修し、特別教室棟と管理普通教室棟の位置に新た

な校舎を建築し、体育館を増築した小中学校を建設するもの。 

  Ｂ案は、グラウンドに新築の小中学校を建設し、北側普通教室棟、特別教室棟、管理

普通教室棟を解体してグラウンドにするもの。 

  Ｃ案は、Ａ案の北側普通教室棟を改修せず、新築の校舎を建設するもの。 

  委員の方からは、「採光や通風の環境面、グラウンドに関しての評価項目もあった方

がいいのではないか」、「北側の道路を学校用地側にセットバックするのではなく、反対

側に道路を広げたらどうか」等の意見をいただきました。 

  配置計画は、全体の計画に大きく関わってくるので、次回までに慎重に考え修正案を

出すことを確認しました。 

 


